
　「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
は
、
一
般
に
、
生
物

学
的
な
性
別
「
セ
ッ
ク
ス
」
に
対
し
、
社

会
的
・
文
化
的
に
つ
く
ら
れ
る
性
別
の
こ

と
を
指
し
て
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
、
世

界
的
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
の
高
ま
り
を
受

け
、
そ
の
用
法
は
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
関

西
大
学
の
多
賀
太ふ

と
し

教
授
は
、
次
の
よ
う
に

説
明
す
る
。

　「
欧
米
を
中
心
に
、
性
別
一
般
を
表
す

言
葉
と
し
て
、『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
が
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
（
＊
１
）
と
い
っ
た
多
様
な
性
の
あ
り

方
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
人
間
を
生

物
学
的
な
男
女
の
2
種
類
に
分
け
る
こ
と

自
体
も
、
社
会
的
・
文
化
的
な
認
識
の
下

に
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
考
え
方
が
生
ま

れ
て
き
た
か
ら
で
す
」

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
の
１
つ
に
も
掲
げ
ら

れ
て
い
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
は
、

世
界
的
な
課
題
だ
。
具
体
的
に
は
、
女
性

へ
の
差
別
や
人
権
侵
害
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
と

い
っ
た
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
人
々
の

生
き
づ
ら
さ
を
解
消
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
男
性
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
関
係
性
の

中
で
苦
し
む
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
、
そ
れ
も

課
題
だ
と
言
え
る
。

　「
男
性
は
、
男
ら
し
さ
と
し
て
『
強
く

あ
れ
』『
競
争
に
勝
て
』
と
い
っ
た
こ
と

を
求
め
ら
れ
、
働
い
て
一
家
を
養
う
責
任

を
背
負
う
状
況
に
苦
し
め
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

は
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
に
と
っ
て

も
切
実
な
課
題
な
の
で
す
」

　
世
界
的
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
が
重
視
さ

れ
る
背
景
に
は
、
そ
の
実
現
が
社
会
や
地

域
の
持
続
的
な
発
展
に
欠
か
せ
な
い
と
い

う
理
由
も
あ
る
。

　「
日
本
で
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
労

働
力
が
不
足
し
、
女
性
も
働
き
手
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
女
性
が
安
心
し
て

働
け
る
た
め
に
は
、
性
別
に
よ
る
待
遇
の

違
い
の
解
消
や
、
男
性
の
家
事
や
育
児
へ

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
は
、

あ
ら
ゆ
る
人
々
に
切
実
な
テ
ー
マ

＊１　レズビアン（女性同性愛者）、ゲイ（男性同性愛者）、バイセクシュアル（両性愛者）、トランスジェンダー（心と体の性が一致しない人）、クエスチョニン
グ＆クイア（自分の性が分からない人や、性別をどれかに決めない人）の頭文字を取った言葉。

関
西
大
学

　文
学
部

　教
授

多
賀
太 

た
が
・
ふ
と
し

久
留
米
大
学
文
学
部
助
教
授
な
ど
を

経
て
、
現
職
。
専
門
分
野
は
、
教
育

社
会
学
、
男
性
学
。
社
会
活
動
と
し

て
、「
男
性
の
非
暴
力
啓
発
運
動
」

に
も
力
を
入
れ
る
。
著
書
に
、『
男

子
問
題
の
時
代
？
』（
学
文
社
）、『
揺

ら
ぐ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
』（
ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
書
房
）
な
ど
。

トレンド・ワード

ジ
ェ
ン
ダ
ー

生
徒
の
学
び
や
進
路
選
択
、
そ
し
て
そ
の
後
の
人
生
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
革
新
的
な
技
術
や
価
値
観
を
「
社
会
の
ト

レ
ン
ド
」
と
し
て
、「
学
ぶ
」「
働
く
」「
暮
ら
す
」
の
観
点
か
ら
解
説
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
を
取

り
上
げ
る
。
性
の
違
い
に
よ
る
差
別
や
人
権
侵
害
の
解
消
を
目
指
す
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
の

１
つ
に
も
掲
げ
ら
れ
、
世
界
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
へ
の
対
応
の
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
が
、一
方
で
、若
い
世
代
を
中
心
に
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
だ
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
が
実
現
す
る
と
、

人
々
の
価
値
観
や
社
会
の
あ
り
方
は
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
、
関
西
大
学
文
学
部
の
多
賀
太ふ

と
し

教
授
に
話
を
聞
い
た
。

性
別
に
よ
っ
て
生
き
方
や
振
る
舞
い
が
制
限
さ
れ
ず
、

誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
に

サマリー

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

解
説
者

世の中　　　　　解説
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の
参
加
促
進
な
ど
、
誰
も
が
活
躍
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
」

　
日
本
は
、
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
以

下
、Ｗ
Ｅ
Ｆ
）
が
公
表
す
る
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
指
数
」（
＊
２
）
が
、
２
０
２
１

年
は
１
５
６
か
国
中
１
２
０
位
だ
っ
た

（
図
１
）。
Ｗ
Ｅ
Ｆ
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
低

順
位
の
要
因
と
し
て
、
女
性
の
大
臣
や
国

会
議
員
の
少
な
さ
、
企
業
の
女
性
管
理
職

の
割
合
の
低
さ
、
男
女
の
所
得
格
差
な
ど

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
図
２
）。

　
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
へ
の
対
応
の

遅
れ
に
は
、
ど
う
い
っ
た
問
題
が
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。

　「
欧
米
で
は
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ

る
不
況
や
女
性
解
放
運
動
の
高
ま
り
な
ど

を
受
け
、
１
９
８
０
年
代
以
降
、
男
女

の
役
割
の
見
直
し
が
進
み
ま
し
た
。
一

方
、
バ
ブ
ル
経
済
の
好
況
に
あ
っ
た
日
本

で
は
、
男
性
が
働
き
、
女
性
が
家
庭
を
守

る
と
い
う
体
制
か
ら
抜
け
切
れ
ず
、
そ
の

結
果
、
男
女
平
等
の
世
界
的
潮
流
か
ら
取

り
残
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
男
性
の

長
時
間
労
働
を
前
提
と
し
た
就
業
モ
デ
ル

や
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
関
係
性
で
優
位
な
立

場
に
あ
る
年
長
の
男
性
が
政
治
や
経
済
の

要
職
を
占
め
る
状
況
は
大
き
く
変
化
す
る

こ
と
は
な
く
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
」

　
一
方
で
、
経
済
状
況
の
変
化
に
よ
り
、

日
本
で
も
共
働
き
が
一
般
的
に
な
っ
た
。

男
性
の
育
児
休
業
の
取
得
率
は
依
然
と
し

て
低
迷
し
て
い
る
が
、
わ
ず
か
な
が
ら

年
々
高
ま
っ
て
お
り
、
若
い
世
代
を
中
心

に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
は
着
実
に
変
わ
り

つ
つ
あ
る
。

　「
メ
デ
ィ
ア
で
女
性
差
別
発
言
が
あ
る

と
、
男
性
か
ら
も
抗
議
の
声
が
上
が
る
よ

う
に
な
っ
た
状
況
に
は
、
日
本
社
会
の
変

化
を
感
じ
ま
す
。
今
後
は
、
女
性
だ
け
で

は
な
く
男
性
に
と
っ
て
も
、
当
事
者
意
識

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
流
れ
に

取
り
残
さ
れ
た
日
本

●
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、「
学
ぶ
」「
働
く
」

「
暮
ら
す
」の
３
つ
の
切
り
口
で
、ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
に
よ
る
、
社
会
や
生
活

の
変
化
を
具
体
的
に
見
て
い
く
。

＊２　世界経済フォーラム（World Economic Forum：WEF）が毎年公表する、各国における男女格差を測る指数。「経済」「政治」「教育」「健康」の４つの
分野のデータから作成される。値が大きい程、男女格差が少ない。

を
持
っ
て
現
状
を
変
え
る
行
動
を
起
こ
す

こ
と
が
重
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。
啓
発
活

動
に
頼
る
だ
け
で
な
く
、
法
制
度
の
面
か

ら
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
図
る
こ
と
で
、

日
本
も
性
別
に
よ
っ
て
生
き
方
や
振
る
舞

い
が
制
限
さ
れ
ず
、
自
分
ら
し
く
生
き
ら

れ
る
社
会
に
少
し
ず
つ
近
づ
い
て
い
く
と

考
え
て
い
ま
す
」

ジェンダーギャップ指数の上位国と
日本の順位（2021年）図１

就業者、及び管理的職業従事者に占める
女性の割合（国際比較）

図２

※ World Economic Forum （http://www3.weforum.org/docs/
WEF_GGGR_2021.pdf）を基に編集部で作成。

注１）総務省「労働力調査 ( 基本集計）」（2019 年）、その
他の国は“ILOSTAT”より作成。
注２）日本、フランス、スウェーデン、ノルウェー、アメリカ、
イギリス、ドイツ、フィリピンは、2019 年、その他の国は
2018 年の値。
注３）総務省「労働力調査」における、「管理的職業従事者」
とは、就業者のうち、会社役員、企業の課長相当職以上、
管理的公務員等。また、「管理的職業従事者」の定義は国に
よって異なる。
※内閣府「令和２年版　男女共同参画白書」を基に編集部
で作成。

順位 国名・地域名 値 前年値 前年からの
順位変動

1 アイスランド 0.892 0.877 —

2 フィンランド 0.861 0.832 1

3 ノルウェー 0.849 0.842 -1

4 ニュージーランド 0.840 0.799 2

5 スウェーデン 0.823 0.820 -1

6 ナミビア 0.809 0.784 6

7 ルワンダ 0.805 0.791 2

8 リトアニア 0.804 0.745 25

9 アイルランド 0.800 0.798 -2

10 スイス 0.798 0.779 8

11 ドイツ 0.796 0.787 -1

12 ニカラグア 0.796 0.804 -7

13 ベルギー 0.789 0.750 14

14 スペイン 0.788 0.795 -6

15 コスタリカ 0.786 0.782 -2

16 フランス 0.784 0.781 -1

17 フィリピン 0.784 0.781 -1

18 南アフリカ共和国 0.781 0.780 -1

120 日本 0.656 0.652 1

日本

フランス

スウェーデン

ノルウェー

アメリカ

イギリス

ドイツ

オーストラリア

シンガポール

韓国

フィリピン

マレーシア

■就業者　■管理的職業従事者
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　教
育
機
会
の
男
女
格
差
の
解
消
は
、
世

界
的
に
大
き
な
課
題
の
１
つ
だ
。
日
本
で

は
、
長
年
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
大
学
等

へ
の
進
学
率
の
男
女
差
は
ほ
ぼ
解
消
し

た
。
た
だ
し
、
大
学
院
進
学
者
の
割
合

（
18
年
度
）
は
、
男
性
が
約
15
％
、
女
性

が
約
６
％
で
あ
り
、
依
然
と
し
て
開
き
が

あ
る
。
加
え
て
、
専
攻
分
野
の
性
差
も
大

き
い
。
理
学
や
工
学
な
ど
は
男
性
、
人
文

科
学
や
薬
学
、
看
護
学
な
ど
は
女
性
の
進

学
者
が
多
い
。

　「専
攻
分
野
や
職
業
の
性
別
の
ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ
を
基
に
、
本
人
が
意
識
的
・
無

意
識
的
に
選
択
し
た
り
、
周
囲
の
大
人
が

誘
導
し
た
り
す
る
こ
と
が
要
因
だ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
結
果
的
に
、本
来
や
り
た
か
っ

た
こ
と
や
、
自
分
に
向
い
て
い
る
こ
と
が

で
き
ず
、
自
己
実
現
が
阻
ま
れ
た
り
、
社

会
的
に
有
為
な
人
材
が
生
か
せ
な
か
っ
た

り
す
る
弊
害
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
」

　ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
が
実
現
し
た
社
会
で

は
、
そ
の
よ
う
な
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
が
弱

ま
り
、
本
人
の
希
望
や
意
思
に
沿
っ
た
進

学
が
実
現
し
や
す
く
な
る
と
期
待
さ
れ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
進
路
指
導
に
お
い

て
大
切
な
点
が
あ
る
と
い
う
。

　「単
に
生
徒
本
人
の
希
望
を
尊
重
す
る

だ
け
で
な
く
、
そ
の
希
望
が
男
女
の
役
割

に
つ
い
て
の
無
意
識
の
思
い
込
み
に
影
響

さ
れ
て
い
な
い
か
振
り
返
っ
て
み
た
り
、

男
性
（
女
性
）
が
多
数
派
の
職
場
で
生
き

生
き
と
活
躍
し
て
い
る
女
性
（
男
性
）
の

役
割
モ
デ
ル
を
示
し
た
り
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
」

　進
学
先
や
就
職
先
で
性
別
に
よ
る
有

利
・
不
利
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、

大
学
や
企
業
な
ど
の
受
け
入
れ
側
の
取
り

組
み
も
欠
か
せ
な
い
だ
ろ
う
。

　そ
し
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
社
会
を

築
い
て
い
け
る
生
徒
を
育
む
た
め
に
は
、

校
内
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
バ
イ
ア
ス
（
＊
３
）

を
取
り
除
く
努
力
も
重
要
だ
。

　「環
境
面
で
は
、
男
女
別
の
名
簿
や
色

分
け
、
男
女
別
の
制
服
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
性
別
に
よ
る
呼
び
方
、
褒
め
方
、

叱
り
方
の
違
い
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に

沿
っ
た
進
路
指
導
な
ど
も
、
生
徒
に
影
響

を
与
え
る
で
し
ょ
う
。
合
理
的
な
理
由
が

　労
働
の
観
点
で
は
、
管
理
職
登
用
の
性

差
や
賃
金
格
差
な
ど
が
問
題
視
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
。

　「男
女
雇
用
機
会
均
等
法
に
よ
り
、
制

度
上
、
性
の
違
い
に
よ
る
差
別
は
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
日
本
の
企
業
の
多
く
は
、

長
年
勤
続
し
て
長
時
間
働
く
社
員
が
出
世

や
昇
給
を
し
や
す
い
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て

い
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
出
産
や
育
児
で

長
期
休
業
す
る
女
性
が
不
利
に
な
り
や
す

い
こ
と
が
、
男
女
格
差
を
生
じ
さ
せ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
出
産
・
育
児
に
よ
る
退
職

を
経
て
復
職
す
る
際
、
非
正
規
雇
用
と
な

る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
も
、
賃
金
格
差
の

大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
」

　現
在
、
そ
う
し
た
問
題
を
解
消
し
よ
う

と
、
働
き
方
改
革
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

日
本
で
も
共
働
き
が
一
般
的
と
な
り
、
家

事
や
育
児
、
介
護
を
夫
婦
で
分
担
す
る
意

識
が
、若
い
世
代
を
中
心
に
高
ま
っ
て
い
る
。

　「た
だ
し
、
国
際
的
に
見
る
と
、
日
本

の
男
性
の
家
事
・
育
児
時
間
は
著
し
く
少

な
い
状
況
で
す
（
図
３
）。
個
人
の
努
力

に
は
限
界
が
あ
る
の
で
、
長
時
間
労
働
を

前
提
と
し
た
男
性
を
稼
ぎ
手
と
す
る
就
業

モ
デ
ル
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
で
し
ょ

う
。
例
え
ば
、
正
規
・
非
正
規
な
ど
の
雇

用
形
態
や
立
場
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
じ
価

値
を
持
つ
仕
事
に
対
し
て
同
額
の
賃
金
を

支
払
う
『
同
一
価
値
労
働
同
一
賃
金
』
が

な
い
限
り
、
性
の
違
い
で
区
別
し
な
い
こ

と
が
基
本
的
な
考
え
方
で
す
」

　生
徒
に
対
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
教
育
で

は
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
経
済
的
自
立
や

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
大
切
さ
を
教

え
て
い
き
た
い
。

　「ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
が
実
現
さ
れ
る
と
、

個
々
の
考
え
に
基
づ
い
て
人
生
を
つ
く
り

上
げ
て
い
く
姿
勢
が
よ
り
重
要
に
な
り
ま

す
。
そ
の
人
ら
し
く
生
き
や
す
い
半
面
、

自
己
決
定
や
自
己
責
任
が
要
求
さ
れ
る
こ

と
に
留
意
し
て
キ
ャ
リ
ア
観
や
人
生
観
を

育
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

＊３　男女の役割について、無意識のうちに固定的な観念を持つこと。

働
く

性
別
の
役
割
分
担
か
ら
解
放
さ
れ
、キ
ャ
リ
ア
形
成
が
柔
軟
に

学
ぶ

本
人
の
希
望
や
意
思
に
沿
っ
た
進
学
が
し
や
す
く
な
る
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今後の家事労働の担い手図４

社会と家族の持続可能な発展のためには、家事・育児・
介護の担い手が分散されることが不可欠だ。
※図の出典は、欄外＊４参照。

ケアの
担い手

市場
有償サービス

地域
ＮＰＯ・

ボランティア

家族

国家
自治体

　家
事
や
育
児
、
介
護
は
、
こ
れ
ま
で
女

性
に
よ
る
無
償
労
働
が
中
心
だ
っ
た
。
し

か
し
、
日
本
で
も
共
働
き
世
帯
が
増
加
す

る
中
、
家
事
労
働
の
担
い
手
は
、
公
的
サ
ー

ビ
ス
や
民
間
の
代
行
業
者
な
ど
、
国
や
自

治
体
、
企
業
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

に
分
散
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
図
４
）。

　ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
が
実
現
す
れ
ば
、
人

生
設
計
も
大
き
く
変
わ
る
だ
ろ
う
。
男
性

は
仕
事
、
女
性
は
家
庭
と
い
う
ス
テ
レ
オ

タ
イ
プ
が
見
直
さ
れ
れ
ば
、
男
女
が
固
定

的
な
役
割
を
押
し
つ
け
合
う
こ
と
な
く
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
大
切
に
し
た

生
活
を
実
現
し
や
す
く
な
る
。

　例
え
ば
、
成
人
男
性
が
、
平
日
の
日
中

に
歩
い
て
い
る
と
、
近
所
の
人
か
ら
「
今

日
は
お
休
み
で
す
か
？
」
と
声
を
か
け
ら

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、「
男
性
は

平
日
に
働
い
て
い
る
も
の
」
と
い
う
固
定

観
念
が
あ
る
か
ら
だ
。

　「そ
う
し
た
固
定
観
念
が
な
く
な
れ
ば
、

男
性
が
子
育
て
や
地
域
活
動
に
参
加
し
や

す
く
な
る
で
し
ょ
う
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

の
社
会
と
は
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
仕

事
・
地
域
・
家
庭
生
活
の
責
任
と
そ
の
喜

び
を
分
か
ち
合
い
、
安
心
・
安
全
に
、
健

康
に
、
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
で
あ

り
、
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
積
極
的
な
担
い

手
と
な
る
こ
と
で
、
実
現
へ
と
近
づ
い
て

い
く
の
で
す
」

実
現
す
れ
ば
、
性
別
に
関
係
な
く
、
個
人

の
意
思
で
働
き
方
を
選
び
や
す
く
な
る
で

し
ょ
う
」

　そ
う
し
た
労
働
環
境
で
あ
れ
ば
、
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
て
、
子
ど
も
が
小

さ
い
頃
は
夫
婦
と
も
に
仕
事
を
抑
え
て
育

児
を
楽
し
ん
だ
り
、
夫
が
転
職
活
動
中
に

妻
が
働
い
て
家
計
を
支
え
た
り
と
、
状
況

に
合
わ
せ
た
働
き
方
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
だ
ろ
う
。

　ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
社
会
で
は
、
従
来

の
性
別
に
よ
る
役
割
分
担
か
ら
解
放
さ

れ
、
誰
も
が
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ

て
、
よ
り
柔
軟
に
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
し
て

い
く
姿
が
見
え
て
く
る
。

＊４　落合恵美子ほか「日本におけるケア・ダイアモンドの再編成：介護保険は『家族主義』を変えたか」（国立社会保障・人口問題研究所『海外社会保障研究』
No.170 号 , 2010 年）に掲載の図を参考とした多賀教授の解説を基に編集部で作成。

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

世の中　　　　　解説

暮
ら
す

家
庭
で
も
地
域
で
も
、
人
々
が
支
え
合
う
社
会
へ

６歳未満の子どもを持つ夫婦の家事・育児関連時間の国際比較
（全体平均・１日あたり）

図３

注１）総務省「社会生活基本調査」（2016 年）、Bureau of Labor Statistics of the U.S "American 
Time Use Survey"(2018) 及び Eurostat "How Europeans Spend Their Time Everyday Life of 
Women and Men" (2004) より作成。
注２）日本の値は、「夫婦と子どもの世帯」に限定した夫と妻の 1 日あたりの「家事」「介護・看護」

「育児」及び「買い物」の合計時間（週全体平均）。
注３）国名の下に記載している時間は、左側が「家事・育児関連時間」の夫と妻の時間を合わせた時間。
右側が「うち育児の時間」の夫と妻の時間を合わせた時間。

※内閣府「令和２年版　男女共同参画白書」を基に編集部で作成。

■家事・育児関連時間　■うち育児の時間

日本
（8:57/4:34）

アメリカ
（8:55/3:45）

イギリス
（8:55/3:22）

フランス
（8:19/2:37）

ドイツ
（9:11/3:17）

スウェーデン
（8:50/3:17）

ノルウェー
（8:38/3:30）
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